
書名 著者名 出版社 内容
高校生・化学宣言PART12 中沢浩 遊タイム出版 第15回高校化学グランドコンテストに出場した高校生の研究がまとめられている。化学甲子園をめざす海外、国内の高校生の奮闘記。


構想を生み出す教養と思考法 落合陽一 KADOKAWA 注目の科学者が、作家と議論した「２０２１」以後のビジョン。新しい時代を構想するためには、「近代」を見つめ直す。


超AI時代の生存戦略 落合陽一 大和書房 AI時代の生き方、働き方，生活をていねいに描き出す。著者ならではの新たな切り口や視点に触れることができる。

２０３０年のハローワーク 図子　慧 KADOKAWA 未来のハローワーク体験によって自分がどんな仕事につけるのか、そのためにどんな勉強をしていけばよいのかわかる。

世界最先端の研究が教える
すごい心理学 内藤誼人
 総合法令出版 心理学の面白さを感じられるネタだけを厳選して「ごった煮」のように作り上げた本。驚きの研究結果から８８例を紹介。

池上彰の世界の見方　アメリカ 池上彰 小学館 アメリカを理解する上での基礎知識と変化し続ける超大国の今を６つのテーマから読み解く。

池上彰の世界の見方　中東 池上彰 小学館 国際紛争の震源地ともいえる中東。イスラム過激派によるテロが頻発し、大勢の難民が欧州に突入。なぜこんなことになってしまったのか。

池上彰の世界の見方　
中国・香港・台湾 池上彰 小学館 分断の歴史。なぜ「３つの中国」に分かれてしまったのか。中国・香港・台湾の基礎知識と最新情報がわかる一冊。

池上彰の世界の見方　
東南アジア 池上彰 小学館 日本にとって東南アジア諸国の重要性が高まっている。東南アジア諸国の現代史と日本との関わり、ASEANについて　他。

サブマリン 伊坂幸太郎 講談社 裁判所の調査官、陣内と武藤は、無免許運転をして歩行者をはねた少年の面談に当たっていた。そして意外な一面が浮かびあがる。

Darger ﾍﾝﾘｰ･ﾀﾞｰｶﾞ 平凡社 子どもを奴隷にする大人と戦う、戦士ヴィヴィアンの物語。作者は１６歳で天涯孤独になり、低賃金の肉体労働をしながら作品を描いた。

DINER 平山夢明 ポプラ社 ひょんなことから会員制のダイナーでウエイトレスをするオオバカナコ。そこを訪れる客はみな心に深いトラウマをかかえていた。

希望の糸 東野圭吾 講談社 最新長編書き下ろしで「家族」の物語。閑静な住宅街で小さな喫茶店で事件が起きた。容疑者の複雑な運命に若き刑事が挑む。

夢幻花 東野圭吾 PHP研究所 禁断の花をめぐり宿命を背負った者の人間のドラマが交錯する。「こんなに時間をかけて考えた作品は他にはない」by 　東野圭吾。

白夜行 東野圭吾 集英社 被害者の息子桐原亮司と容疑者の娘西本雪穂の周囲に見え隠れする恐るべき犯罪の形跡。伏線が何重にも張り巡らされたストーリー。

魔力の胎動 東野圭吾 KADOKAWA 自然現象を見事に言い当てる彼女の不思議な力は何なのか。彼女によって悩める人が救われていく。「ラプラスの魔女」に続く作品。

幻夜 東野圭吾 集英社 阪神大震災の混乱の中、事件が起きた。犯人の男と事件を目撃していた女の真の姿が浮かび上がる。謎が謎を呼び伏線に伏線が絡む。

ノーサイドゲーム 池井戸潤 ダイヤモンド社 池井戸潤の最新作！経営戦略室から左遷された男の挑戦。低迷ラグビー部を立て直す。2019年7月ドラマ化決定。

太陽ときみの声 川端裕人 朝日学生新聞社 サッカー命の高校２年生光瀬一輝はサッカー部のキャプテンに就任した矢先、視力低下に襲われるが、そこから新たな世界が広がる。

太陽ときみの声　
明日のもっと未来へ 川端裕人 朝日学生新聞社 2020年の東京パラリンピックで注目のブラインドサッカーをテーマにした小説。作者は科学ジャーナリストで講談社科学出版賞を受賞。

ノースライト 横山秀夫 新潮社 横山ミステリー史上最も美しい謎。熱くこみあげる感動作品。空虚な家になぜ一脚の椅子だけが残されていたのか？

金木犀と彼女の時間 彩坂美月 東京創元社 菜月は拓未に告白されたとき、菜月の人生に三度目のタイムリープが始まった。女子高生が校舎を駆け巡る鮮やかな学園ミステリー。

国宝　上・下 吉田修一 朝日新聞出版 血族との深い絆、スキャンダルと栄光、幾重もの信頼と裏切り。数多くの歓喜と絶望を享受しながらその頂点にのぼりつめた先に何がみえるのか。

天才数学者ラスベガスとウオール街を制す　上・下 エドワード・
ソープ ダイヤモンド社 不確実性に打ち勝つ方法論。人生で勝つための戦略と哲学を数学者が明かす。上下巻600ページを超えるボリュームだが、冒頭から
一気に引き込まれる。
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《新しい本の紹介》  

 

 新しい本が２６冊入りました。 

学校図書館で人気作家の作品に触れてみませんか。 

       「クラス別  本の貸出数」                          
           学期ごとに、表彰します。           

                  

                                    

                                    

                                     

 
 
 

  
                                             

本の紹介    「夢幻花」   東野圭吾著  

 

 朝顔の花が小説の軸となり、世代を超えたさま

ざまな家族が登場します。人々の日常生活が複

雑に交差する中、殺人事件が起こり、読者は小

説の世界に引き込まれます。 

 夏の風物詩である朝顔市に行き、鰻を食べて

帰ることが蒲生家の恒例の行事である。１４歳に

なった蒼太は親と一緒に行動するのが憂鬱だ、

鰻がなければ絶対に同行しないだろうという場

面から物語は始まります。 


